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先進⽼化制御学講座

南野　徹

開設の⽬的・概要　等

本共同研究講座では、⼈⽣100年時代を⾒据えた健康寿命延伸の⽅策として、⽼化細胞除去（Senolysis）という治療ストラテジーと、善⽟の脂肪組織である褐⾊脂肪細胞を標的とした治療ストラテジーの開発を⽬指す。
その⽅法として、特に⾷品成分に焦点を当てた研究を進め、その同定と作⽤機序の解明を⾏うことを⽬的とする。本共同研究講座では、下記の⽬標の達成を⽬指す。
1.⽼化細胞除去効果のある⾷品成分や化合物などを同定し、臨床応⽤に向けた基盤研究を⾏うとともに、その作⽤機序の解明を⾏う。
2.善⽟の脂肪組織である褐⾊脂肪を活性化する⾷品成分や化合物、代謝産物などを同定し、臨床応⽤に向けた基盤研究を⾏うとともに、その作⽤機序の解明を⾏う。
また、本研究分野に貢献できる⼈材の育成や教育も⽬指す。
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